
28建設業界 2015.429 建設業界 2015.4

の
地
域
間
格
差
の
容
認
を
前
提
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
・
自
治
体
間
格
差
が
拡
大
す
る

可
能
性
が
非
常
に
高
い
。

　

も
う
一
つ
は
、
省
庁
ご
と
に
政
策
の
違
い
が
あ
り
、

地
域
・
都
市
づ
く
り
の
柱
が
分
か
り
に
く
い
こ
と
だ
。

例
え
ば
、
国
土
交
通
省
は
都
市
の
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」
を
支
援
す
る
た
め
、
都
市
再

生
特
別
措
置
法
な
ど
の
関
連
法
制
度
改
正
に
よ
っ
て
施

策
を
進
め
る
。
し
か
し
、
都
市
・
ま
ち
づ
く
り
の
視
点

と
し
て
政
策
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
あ
と
二
つ
存
在
す
る
。

経
済
産
業
省
が
推
し
進
め
る
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
と

環
境
省
が
提
唱
す
る
「
低
炭
素
社
会
」
だ
。

　

そ
も
そ
も
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

技
術
）
を
使
っ
て
基
礎
・
生
活
イ
ン
フ
ラ
を
効
率
的
に

運
営
（
ス
マ
ー
ト
化
）
す
る
こ
と
で
、
快
適
に
暮
ら
す

こ
と
が
可
能
に
な
る
都
市
」
と
定
義
さ
れ
る
が
、
経
済

産
業
省
は
「
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
タ
ウ
ン
」「
ス
マ
ー
ト
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
」、
内
閣
府
は
「
環
境
未
来
都
市
」、
総
務
省

は
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
」、
農
水
省
は
「
ス
マ
ー

ト
ビ
レ
ッ
ジ
」
と
省
庁
ご
と
に
所
管
内
容
に
応
じ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
だ
。

　

こ
う
な
る
と
、
小
規
模
自
治
体
は
ど
の
よ
う
な
支
援

策
を
使
い
、
ど
の
よ
う
な
名
称
で
地
方
創
生
に
取
り
組

め
ば
い
い
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

主
な
政
策
で
構
成
す
る
「
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
た
。

　

こ
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
、
今
後
五
年

間
の
総
合
戦
略
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

地
方
で
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
地
方

へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る
一
方
、
若
い
世
代

の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
こ
と
で
、

創
生
本
部
の
名
称
に
盛
り
込
ん
だ
「
し
ご
と
」
と
「
ひ

と
」
の
好
循
環
を
つ
く
り
、
こ
の
好
循
環
を
支
え
る

「
ま
ち
」
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て
地
域
同
士
が
連
携
す

る
と
い
う
構
図
だ
。

　

人
口
減
少
問
題
に
歯
止
め
を
か
け
、
地
方
に
農
林
水

産
業
の
六
次
産
業
化
な
ど
地
域
産
業
の
競
争
力
を
強
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
し
ご
と
」
を
創
出
す
る
一
方
、

地
方
移
住
促
進
や
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
支
援
な
ど
で

「
ひ
と
」
を
確
保
し
、
大
都
市
圏
、
地
方
都
市
圏
、
さ
ら

に
小
さ
な
拠
点
を
再
構
築
す
る
こ
と
で
「
ま
ち
」
の
活

性
化
に
つ
な
げ
る
考
え
方
は
、
分
か
り
や
す
い
。
し
か

し
、
自
治
体
が
現
在
直
面
し
て
い
る
問
題
を
踏
ま
え
る

　

人
口
減
少
と
高
齢
化
に
対
応
す
る
新
た
な
地
域
づ
く

り
の
代
表
的
な
考
え
で
あ
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
て
、

そ
れ
だ
け
で
地
方
創
生
が
う
ま
く
い
く
と
は
限
ら
な
い
。

　

一
つ
目
の
課
題
は
、
一
億
二
、〇
〇
〇
万
人
超
の
人

口
を
こ
の
先
一
億
人
程
度
ま
で
の
減
少
に
と
ど
め
る
こ

と
に
成
功
し
て
も
、
一
、七
〇
〇
に
の
ぼ
る
市
町
村
の

す
べ
て
で
雇
用
創
出
を
実
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

早
期
復
興
と
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
を
震
災
直
後
に

い
ち
早
く
掲
げ
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ

た
宮
城
県
・
女
川
町
。
半
径
三
〇
〇
㍍
の
範
囲
内
に
、

高
台
移
転
し
た
居
住
地
、
Ｊ
Ｒ
女
川
駅
と
都
市
計
画
道

路
を
中
心
に
し
た
行
政
・
商
業
地
、
沿
岸
部
に
水
産
加

工
ゾ
ー
ン
を
配
置
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
現
在
進
め
て
い

る
。
震
災
直
後
か
ら
、
被
災
し
た
三
〇
〜
四
〇
代
の
住

民
自
ら
が
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
関
与
し
た
と
い
う
。

　

し
か
し
一
方
で
、
女
川
町
は
被
災
前
と
比
べ
る
と
二
、

〇
〇
〇
人
に
の
ぼ
る
住
民
が
減
少
、
ピ
ー
ク
時
か
ら
は

半
分
以
下
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
、
今

後
も
持
続
可
能
な
地
域
へ
向
け
て
さ
ら
な
る
知
恵
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

二
つ
目
の
課
題
は
、
市
町
村
合
併
に
よ
っ
て
行
政
区

域
が
拡
大
し
た
こ
と
へ
の
対
応
の
難
し
さ
だ
。
女
川
町

に
隣
接
す
る
石
巻
市
な
ど
が
、
そ
の
典
型
で
あ
る
。

　

平
成
の
大
合
併
に
よ
っ
て
、
三
、二
〇
〇
超
の
市
町

村
が
一
、七
〇
〇
程
度
ま
で
減
少
し
た
。
そ
の
た
め
、
都

市
部
と
と
も
に
中
山
間
地
域
な
ど
の
過
疎
地
区
を
抱
え

る
自
治
体
が
全
国
各
地
で
増
加
し
た
。
こ
う
し
た
自
治

と
、
先
行
き
の
不
安
も
否
定
で
き
な
い
。

　

地
方
創
生
の
取
り
組
み
支
援
は
、
①
雇
用
創
出
②
地

方
へ
の
人
の
流
れ
の
創
出
③
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
支
援

④
新
た
な
地
域
づ
く
り
と
地
域
間
連
携
│
の
四
本
柱

で
形
成
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
沿
っ
た
二
〇
一
五
年
度
当

初
予
算
案
の
地
方
創
生
関
連
事
業
は
、
内
閣
府
、
総
務

省
、
法
務
省
、
外
務
省
、
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、

農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省

に
ま
た
が
り
、
合
計
で
実
に
一
九
二
事
業
に
も
の
ぼ
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
過
疎
対
策
、
離
島
振
興
な
ど
省
庁
縦
割

り
の
政
策
支
援
の
内
容
が
多
く
、
市
町
村
な
ど
小
規
模

自
治
体
で
は
、
選
択
に
悩
む
こ
と
へ
の
不
満
が
根
強
か

っ
た
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
地
方
創
生
の
取
り
組
み
は
全
国

一
律
で
は
な
い
。
ま
た
、
地
域
創
生
に
真
に
積
極
的
に

取
り
組
む
地
域
へ
の
支
援
を
目
的
と
す
る
た
め
、
一
定

縦
割
り
行
政
の
弊
害
は
な
い
か

体
は
、
ま
ち
の
中
心
部
の
再
構
築
だ
け
に
注
力
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
ず
、
行
政
対
応
は
総
花
的
に
な
り
や
す
い
。

行
政
区
域
が
広
い
た
め
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
だ
け

で
は
地
域
創
生
に
な
ら
な
い
か
ら
だ
。

　

三
つ
目
の
課
題
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
の
手
続

き
を
め
ぐ
る
住
民
意
識
だ
。
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
を

進
め
る
た
め
、
昨
年
成
立
し
た
都
市
再
生
特
別
措
置
法

で
は
都
市
機
能
誘
導
区
域
と
居
住
誘
導
区
域
を
設
定
す

る
立
地
適
正
化
計
画
策
定
を
義
務
づ
け
た
。
拡
散
し
て

密
度
が
低
く
な
っ
た
市
街
地
を
機
能
別
に
集
約
し
、
密

度
を
高
め
る
の
が
ね
ら
い
だ
が
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

化
を
め
ざ
す
首
長
の
多
く
は
こ
の
区
域
の
線
引
き
に
頭

を
悩
ま
す
。

　
土
地
な
ど
を
所
有
す
る
住
民
に
と
っ
て
、
高
密
度
化

の
区
域
内
に
入
れ
ば
不
動
産
の
価
値
向
上
が
期
待
で
き

る
が
、
区
域
外
に
な
れ
ば
価
値
が
下
が
り
か
ね
な
い
と

い
う
不
安
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
と
い
う
大
き
な
政
策
目
的
に

総
論
で
賛
成
し
て
も
、
個
人
資
産
に
影
響
を
与
え
る
と

な
れ
ば
、
多
く
の
自
治
体
は
、
各
論
で
住
民
同
意
が
難

し
く
な
る
と
い
う
局
面
を
迎
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　

た
だ
、
過
疎
化
と
高
齢
化
が
避
け
ら
れ
な
い
現
状
を

考
え
れ
ば
、
町
村
と
い
っ
た
単
位
で
の
小
さ
な
拠
点
、

地
方
都
市
、
地
方
大
都
市
と
そ
れ
ぞ
れ
の
単
位
で
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
を
行
う
地
方
創
生
は
ど
う
し
て
も

不
可
避
だ
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
、
地
域
間
格
差
が
拡

大
し
な
い
よ
う
知
恵
を
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
地
方
創
生
」は
複
雑
で
す
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一
粒

口
急
減
・
超
高
齢
化
と
い
う
日
本
が
直
面
す
る

大
き
な
課
題
に
対
し
、
政
府
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
み
、
各
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
た
自

律
的
で
持
続
的
な
社
会
を
創
生
す
る
こ
と
を
目
指
す
」

　

安
倍
政
権
の
重
要
施
策
で
建
設
産
業
界
も
注
目
す
る

「
地
方
創
生
」
の
目
的
を
分
か
り
や
す
く
要
約
す
る
と
、

こ
ん
な
感
じ
に
な
る
。

　

な
ぜ
、「
再
生
」
で
は
な
く
、「
創
生
」
な
の
か
に
つ

い
て
、
石
破
茂
地
方
創
生
担
当
大
臣
は
「
過
去
、
工
場

立
地
と
公
共
事
業
の
二
つ
に
よ
っ
て
現
在
よ
り
地
域
に

活
力
が
あ
っ
た
の
は
事
実
。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
政

策
を
再
び
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
再

生
で
は
な
く
、
創
生
だ
」
と
説
く
。

　

す
で
に
政
府
は
地
方
創
生
の
司
令
塔
と
し
て
「
ま
ち 

・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
二
〇
六
〇

年
に
日
本
の
人
口
を
一
億
人
程
度
に
確
保
す
る
た
め
の

「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
、二
〇
一
五
年
度
か
ら
二
〇
一
九

年
度
ま
で
の
五
年
間
の
具
体
的
目
標
、
事
業
評
価
指
標
、

人
大
海
の
一
滴

ひ
と        

し
ず
く

地
方
の
二
極
化
は
つ
ら
い


